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論文内容の要旨 

 

80 年代以降、言語学の領域では文法化(grammaticalization)が盛んに議論されてきた。文法

化研究は、動詞や名詞といった内容語(content word)が前置詞や助詞、接辞等の機能語

(functional word)へ変化していく動機や過程を明らかにするものであるが、言語の通時的変

遷に注目するものである以上、古い言語に対する関心も自然と高まった。 

無論それは中国語においても例外ではなく、文法化研究では現代中国語のみならず上古

中国語もしばしば議論の的となっている。しかし、これまでの上古中国語の文法化研究の多

くは、機能語が内容語からどのような変化を経て成立したのか、に重きが置かれてきたよう

に思われる。しかし文法化研究は、このような「狭義の文法化」のほか、もともと文法形式

であったものがさらに拡張されて異なる意味機能を担うようになる「広義の文法化」をも議

論すべきであり、従って意味機能についての分析が精緻になりつつある上古中国語の機能

語も、新たに文法化の枠組みの中で検証し直す必要がある。 

以上のような現状を踏まえ、本書は個別の事例として「于」「而」「其」の 3 つの機能語を

取り上げ、それぞれに対する意味機能的分析の結果を、文法化という文脈に取り込みつつ、

これまで具体的な文法化のメカニズムが判明していなかった語や、或いは文法化の議論の

中で扱われてこなかった語を、広義の文法化研究の枠組で捉え直すことを目的とする。 

資料については『論語』『春秋左氏伝』等の上古中国の伝世文献のみならず、抄写時期が

ある程度定まる出土文献―甲骨文や金文、楚簡(戦国時代、楚国で抄写された竹簡)―を併用

する。 

本書の構成は以下の通りである。 

【第 1 章】 

本書の導入として、言語学の文法化をめぐる議論について概観しつつ、上古中国語におけ

る文法化研究の現状と問題点を指摘した上で、本書の目的及び構成を提示した。また研究の

材料となるコーパスとその言語的特徴について素描した。 

【第 2 章】 

本章では、上古中国語に見える文法化現象の中でも最も典型的な事例として、「于」を取

りあげた。「于」は形態論的に「往」と関係づけられることから、本来、移動を表す動詞で

あったというのが有力な説であるが、上古前期（＝殷代）の中国語においては多様な成分―

時間、場所、受領者等―を目的語として取ることできる介詞としての機能が広く観察され、

中国語史の最古の段階から相当に文法化が進んだ語と言える。本章ではとりわけ時間介詞

としての「于」に着目し、この機能がどのように成立したのかについて議論を進めた。時間

介詞「于」の例は以下の通りである。 

(1) 壬辰貞：“王于癸巳步。”(『甲骨文合集』32947) 

〔壬辰の日(第 29 日目)に検証した、「王は癸巳の日(第 30 日目)になって行軍する」

と〕 
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時間介詞「于」はこれまで、時点を表すものと解釈されることが多く、この理解を前提とし

て動作行為の行われる地点を導く介詞「于」から拡張したものであるとの説明が従来なされ

てきたが、Takashima, Ken-ichi は A Study of Copulas in Shang Chinese (The Memories of the 

institute of Oriental Culture No.112, 1990)で、甲骨文の時間介詞「于」は単に時点を表すので

はなく、明確な“futurity”(未来時指向)を帯びているということを指摘しており、本書もこれ

を是認した上で、以下のような文法化プロセスを構築した： 

「于」はそもそも「行く」をいう意味を有した移動動詞であったと考えられるが、甲骨文

の段階ではすでに動詞的用法は見えない。「于」は甲骨文の前段階で「V1＋于(V2)＋着点」の

ような連動文から「V＋于(介詞)＋着点」に再分析されたことによって、移動の到着点を導

く介詞に文法化し、その後これがメタファーによって時間概念領域に写像されたことで、時

間介詞に拡張した結果、時間的到着点（＝これから至る時間）、すなわち未来表現を獲得し

たものと考えられる。本書はこれまで看過されていた Takashima 説を「于」の文法化研究の

枠組みに導入することで、時間介詞「于」の未来時指向は移動動詞「于」の移動性の反映で

あると解釈しつつ、「于」についての新たな文法化のメカニズムを提示するものである。 

【第 3 章】 

上古中国語における接続詞「而」は前後の述語性成分を繋ぐのが中心的機能であるが(例

(2))、その他、「NP 而 VP」及び「NP1而 NP2VP」構造(本書では「NP 而」文と総称)という周

辺的な用法も見られる(例(3)(4))。 

(2) 關雎，樂而不淫，哀而不傷。(『論語』八佾篇) 

〔『関雎』は楽しくとも度を越さず、悲しくとも傷つけられない〕 

(3) 子産而死，誰其嗣之。”(『春秋左氏伝』襄公三十年) ：「NP 而 VP」 

〔子産が死ねば、誰が子産を嗣ぐだろうか〕 

(4) 若上之所爲而民亦爲之，乃其所也。(『春秋左氏伝』襄公二十一年)：「NP1 而 NP2VP」 

〔もし上のすること、民もこれをなせば、そのようになります〕 

「NP 而」文の「而」の意味機能についてはこれまで多くの説が出されてきたが、本章では、

典型的には、後項との対比のもと、前項 NP/NP1の百科事典的知識・フレームに関わる性質

や、コンテクストで付与された性質を前景化し、それと相容れない事態が起こる或いは起こ

ったことを、後項で述べるという構文である、と分析した。また、周辺的用例として、NP/NP1

の百科事典知識や共通理解を前景化させるという機能を逆手にとって、話し手の主観や価

値観を押しつけている表現ともなっているとも推測した。 

また「NP 而」文の NP/NP1 は個体を表す名詞主語/話題ではなく、後ろに「而」を加える

ことで名詞述語化されたものであり、それゆえ性質が前景化されるに至ったと考えられる。

この点から見れば、「而」はなお前後の述語成分を繋ぐ接続詞であると見なせる。とは言え、

「VP 而 VP」構造の「而」が並列・順接・因果・逆接といった種々の関係を表せるのに比せ

ば、「NP 而」文の「而」は逆接の意味しか表し得ず、従って「NP＋而」は 1 つの構文とし

て固有の意味が生じており、同時に「而」はこの構文の中で、「VP 而 VP」の「而」とは異
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なる機能を獲得している。加えて、「NP 而」文は話し手の意外性を伝えたり、NP/ NP1に対

する話し手の主観や理解を前景化したりと、「VP 而 VP」と比べより主観化している向きが

ある。主観化は文法化に伴って生じる現象である。以上に鑑みれば、「而」はそもそも接続

詞という文法形式であったが、「NP 而」文においてはより一層の文法化を経ていると言え

る。 

【第 4 章】 

本章ではモダリティ成分の「其」を取り上げ、上古前期（＝殷代）から上古中期（＝春秋

戦国時代）における意味的機能的変遷を検証した。この「其」は副詞として用いられるもの

で({其 m}と簡称)、「その」と訓読される代名詞({其 p}と簡称)ではない。以下は上古中期の

例である。 

(5) 君其備禦三鄰，慎守寶矣。(『春秋左氏伝』昭公七年) 

〔君はどうか隣国三国に備え、慎んで宝をお守り下さい〕 

(6) 孰殺子産，吾其與之。(『春秋左氏伝』襄公三十年) 

〔子産を殺した者に私は身方しよう〕 

{其 m}はかねてより「命令、意志、推量、仮定、未来、反語」等を表す多義語と分析されて

きたが、本書は魏培泉が〈論先秦漢語運符的位置〉(Linguistics Essays in Honor of Mei Tsu-lin: 

Studies on Chinese Historical Syntax and Morphology (Ed. by Alain Peyraube and Sun Chaofen), 

École des Hautes Études en Sciences Sociales,1999)で irrealis(非現実)マーカーであるとした説に

同意しつつ、この非現実性が{其 m}の各種意味の成立に由来していると考える。例えば、{其

m}には目下から目上への要求を表すポライトネス(例(5))や、話し手が実現しにくい事態を

構想する(例(6))という含意が読み取れるが、いずれも非現実性から派生したと考えられる。

なお irrealis マーカー{其 m}は、本来的には話し手がある事態が非実現であると判断してい

ることを表すが、非断定(non-assertion)とも関わる表現である。 

さらに、時代を遡った西周時代の{其 m}も、同様に irrealis マーカーであると考えられる

が、上古中期のようなポライトネスや、実現のしにくさという含意が見られない。例えば次

の例(7)では王が目下に{其 m}を用いて命令している。 

(7) 王令 曰：“(中略)女其以成周師氏戌于古師。”(彔 卣：『殷周金文集成』5419)  

〔王は に命令して言った、「(中略)おまえは成周の師氏を率いて古師を守護せよ」

と〕 

従って上記の如き含意は西周から上古中期に至るまでに生産されたこと、またいずれも{其

m}の非現実という側面から来る「実現の遠さ」という解釈が、語用論的に強化されること

で、意味として定着していったと本書は解釈した。{其 m}はこれまで文法化という視点で検

証されることはなかったが、この意味拡張には語用論的強化という文法化に伴うメカニズ

ムが想定でき、ここに一般性の高い文法化の展開を描ける。 

{其 m}はさらに時代を遡った殷代甲骨文にも見える。例えば、 

(8) 己巳卜王貞：“亡 (憂)。”己巳卜王貞：“其有 (憂)。”(『甲骨文合集』24664) 
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〔己巳の日に卜い王が検証した、「(我々に)憂いがない」と。己巳の日に卜い王が検証

した、「ひょっとしたら(我々に)憂いがあるかもしれない」と〕 

(9) 庚寅卜賓貞：“今早王其步伐夷。” 

庚寅卜賓貞：“今早王勿步伐夷。”(『甲骨文合集』6461 正) 

〔庚寅の日に卜い、賓が検証した、「この朝、(我が)王は夷を討ちに行軍しよう」と。

庚寅の日に卜い、賓が検証した、「この朝、(我が)王は夷を討ちに行軍すまい」と〕 

甲骨文の{其 m}については、Serruys, Paul L-M.が Studies in the Language of the Shang Oracle 

Inscriptions (T'oung Pao vol.60, E.J. Brill, 1974)で提起した“undesirable”を表すとする説が広く

受容されてきた。謂わば、望ましくない選択肢に{其 m}がつけられるという理解であるが、

本書では占卜主体がコントロールできない事態の占卜文(災いがあるか、豊作になるか等)の

ときのみ Serruys 説が成立するとの分析結果が得られた(例(8))。“irrealis”マーカーは、非断

定表現ともしばしば関わるが、望ましくない事態に{其 m}が用いられるのは、人が望ましく

ない事態に対し疑いを抱く傾向があり、それを断定できないためであると考えられる。一方、

占卜主体がコントロールできる事態(殷王が何らかの行為を行うなど)の占卜文では Serruys

説が当てはまらず、{其 m}は占卜主体の意志を表すものだと解釈できる(例(9))。意思表明は

典型的な非現実事態である。 

このように、{其 m}は上古中国語において古くから irrealis マーカーであるが、時代が下

ると共に種々の意味的拡張を経ていると言え、もともと文法形式であったものがさらに拡

張した「広義の文法化」の枠組みで捉えることができるものである。 

【第 5 章】 

本書のまとめとして、第 2 章から第 4 章の議論を概観した。 

 

 

 


